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1.は じめに 本 『鳥譜』の概要

1・1.所蔵状況 と外形

本稿で紹介 ・考察の対象 とする 『鳥譜』は,台 北と北京の故宮博物院に分蔵 される計12冊,361幅

のものである。 このうち,台 北所蔵分の4冊120幅 については,1997年 に 『故宮鳥譜』と題 して写真

版ぶ刊行され,一 部は絵葉書や切手としても販売されているので,一 般にもある程度知 られていると思

われるω。本 『鳥譜』の体裁について,譚 怡令氏による同書の解説に基づいて概略を示す と,各 冊30

開でω,そ れぞれ図と満漢合璧の譜文からなる。図 ・譜文とも絹本で,サ イズは縦41,3cm× 横43.9cm

である。第一冊冒頭に捺された 「重華宮鑑蔵宝」から,も と重華宮に蔵 されていたことがわかる。筆者

は2004年3月 に台北故宮博物院を訪れ,関 係各位のご好意によって第一冊の原本を実見することがで

きたので,そ の際に得た情報に基づいて若干の補足を加えると,譜 文と図は一枚の大きな台紙の左右に

貼 り付けられ,画 面が内側になるように折られている。元来は胡蝶装にされていたらしく,台 紙背面に

糊の痕が見られるが,現 在は切り離されている。こうした台紙が30枚 ずつ,2枚 の木板に挟んだ形で

保管されてお り,木 板の表面には 『鳥譜 第一冊』 と彫 り込まれている。 これは清代以来のものだとい

う。

(1)『 故 宮鳥譜』(全4冊)国 立故宮博物院,1997.な お,中 華民国野鳥学会ホームページの 「故宮鳥類文

物特展」でも,本 『鳥譜』の図の一部を見ることができる(http://ww.bird.org.tW/ebird〆e/vindex.htm)。

(2)各 冊30開(30幅)な らば12冊 で 計360幅 となるはずであるが,実 際には361幅 あ るのは,2-1で 詳

述す る 『石渠宝笈続編』の記事によれば,乾 隆39年 に 「額摩鳥」が増補 されたからである。
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一方,北 京に残 りの8冊 が現存しているか否かについては,そ の時点では確たる情報がなかったが,

帰国後,譚 怡令氏から,本 『鳥譜』の一部が北京故宮博物院絵画館で展示されているとの消息を得て,5

月初めに実見することができた。しかし,8冊 全体にわたって詳細に調査するには至らなかったので,

以下本稿では,主 として台北所蔵の4冊 について考察を進めることにしたい。

1-2.内 容

まず図に関してい うと,ほ とんどの図は,一 羽～数羽の鳥が,樹 上または地上に静止 した姿勢で描か

れてお り,羽 を広げた構図,飛 翔中の構図はほとんどない。二羽の例が目立っが,必 ず しも雌雄とは限

らない。雌雄が別図になっている場合もある(た とえば第三冊の 「北百舌」と 「雌北百舌」)。なお,実

際には同種の鳥の雌雄であるが,別 種 として描かれている例も少なくない。描き方は細密で写実的であ

るが,種 類によって出来不出来の差があって,何 の鳥か判定に苦しむものも散見する。 しかし,一 見し

て種名同定が可能なものも多く,総 じていえばかなり正確に描かれている。このことと,鳥 の各部の色

彩に対する譜文の記述がきわめて詳細であることを考え合わせると,第 一冊冒頭の鳳や鸞はともかく,

実在する多くの種類に関しては,あ る時点で実物写生が行われたことは,ま ず確実である。ただ し,後

述するように,現 存する 『鳥譜』自体は辜本であるから,写 生が行われたのは,原 型成立時のことであ

ろう。なお,樹 上性の鳥は樹上に,地 上性の鳥は地上に描くという姿勢はほぼ一貫している。

譜文は,当 然ながらまず鳥名を挙げ,別 名がある場合には列挙する。以下の本文は,大 きく三っの部

分に分けられる。第一に,全 種類にっいてほぼ共通して見られるのは,上 述 した ような色彩 と形態,特

に前者に関する記述である。 これはときには晴(ひ とみ)・暈(虹 彩)・嘴から足 ・爪にまで及び,き わ

めて詳細である。こうした色彩の記述だけで,他 には何もない例も少なくない。第二に,鶴(タ ンチョ

ウヅル),山 鷓(サ ンジャク),鵺 鶉(ウ ズラ)の ような,古 来著名な鳥にっいては,当 該の鳥に関す る

諸書の記事が引用されている。引用書は 『山海経』,『爾雅』から 『本草綱 目』まで多岐にわたるが,そ

の範囲は 『古今図書集成』「博物彙編 ・禽虫典」とほぼ共通しており,引 用文自体も多くは 「禽虫典」

に見出すことができる。2-1で 後述するように,本 『鳥譜』の原型は,雍 正朝以前に蒋廷錫が著 した 鴈

譜』に遡ると推定されるが,蒋 廷錫が 『古今図書集成』の主編であることを考えれば,両 者はきわめて

密接な関係にあるといってよいだろう。ただし,引 用文の中には,「禽虫典」に見出せないものも若干

あるようだが,現 時点では全体にわたって詳細な比較検討を行 うには至っていないので,本 『鳥譜』が

『古今図書集成』のみによっているのか否かについては,結 論を暫時保留 しておきたい(3}。第三に,他

書か らの引用ではない 少なくとも引用とは明記 されていない 地の文として,鳥 名 に関する考

証や,産 地 ・習性に関する情報が載せ られている揚合もある。なお,満 文はおおむね漢文か らの忠実な

翻訳と見られるが,引 用部の末尾がどこであるか等,漢 文ではわかりにくい箇所を明確にするのに役立

(3)本 『鳥譜』の譜文と 『古今図書集成』の関係については,江 場山起氏にヒン トをいただいた。記 して感謝した

い。
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つ 。

取 り上げられている鳥の種類に関して言 うと,鳳 と鸞以外は,一 応すべて実在の鳥と認められる。中

国各地に野生する鳥が大半を占め,ミ ズナギドリ類,ウ ミツバメ類のような純然たる海鳥を除き,各 類

の鳥がほぼ漏れなく採録されていると言ってよい。一方,オ ウム ・インコ類(約20種)の ように,中

国にはほとんど野生せず,輸 入されて飼われていたと思われる鳥も,か なり収められている。配列に関

しては,形 態 ・色彩が似た鳥をまとめるという,あ る種の自然分類の試みが 基準は必ず しも明確

でなく,徹 底されているわけでもないが一 認められる。なお,360と い う総数は,冒 頭の 「鳳」の

項に,『大戴礼』の 「羽虫三百六十,而 鳳凰為之長」という句が引用されているので,そ れに合わせた

ものであろうがc`),『本草綱目』の水禽類23種 ・原禽類23種 ・林禽類17種 ・山禽類13種 計76種,『 三

才図会』の計113種 と比較すれば,本 譜の収録種数が際立っていることは言 うまでもない。また,『本

草綱目』や 『三才図会』が漠然 とした総称を挙げているものに対 して,本 『鳥譜』は種々の形容を付 し

て細分化す る例が目立ち,そ の程度は,ほ ぼ近代生物学における種(species),場 合によっては亜種

(subspecies)・変種(variation)のレペルに達している。喜鵲(カ ササギ)を 北喜鵲 と(南)喜 鵲に分けた

り,鵬 鷁(ハ ッカチョウ類)を 体色に基づいて4種 に分けたりしているのは,こ うした細分化の最たる

ものである。

2,成 立過程

24.満 漢合璧 『鳥譜』の成立

現存する満漢合璧 『鳥譜』自体の成立にっいては,さ したる困難なく確かめることができる。すなわ

ち,『故宮鳥譜』の解説にも指摘 されているように,『石渠宝笈続編』重華宮蔵12に,「 余省、張為邦合

蟇蒋廷錫鳥譜+二 刪 とあり,続 いて次のような記載がある。

〔本幅〕絹本。十二冊。毎冊三十幅。末冊三十二幅。縦一尺二寸五分,横 一尺三寸。設色畫鳥属三

百六十一種、右図左説。兼清漢書。・・一(中 略。各冊の鳥名が列挙され,さ らに 「御製詠額摩鳥十

韻」が載せられている)… …

〔後幅〕臣工恭成 右鳥譜十二冊,為図三百有六十。内府旧蔵故大学士蒋廷錫設色本。乾隆庚午春,勅 畫院供奉

余省、張為邦幕絵,並 命臣等,以 国書訳図説,系 於各幀之左。迄辛巳冬竣事,装 漬上呈乙覧。凡名之訛者,音之舛

者,悉 於幾餘,披 閲挙示,復詳勘整正,并識其始義 臣等窃惟爾雅釈鳬一篇,… …(中 略)… …臣傅恒、臣劉統

勲、臣兆恵、臣阿里袞、臣劉綸、臣舒赫徳 臣阿桂、臣于敏中,恭跋。

以上から,乾 隆15年(1750)に 勅を奉 じて,内 府旧蔵の蒋廷錫 『鳥譜』12冊 を,余 省 ・張為邦の両名

が蟇 し,傅 恒等が譜文を満訳し,跋 文を付 して,26年(1761)に 至ってようやく完成したことが知られ

(4)ち なみに,『禽経』の冒頭にも 「羽虫三百六十亅とある。
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る。この記事によれば,譜 文の満訳はこのときはじめて付 されたもので,蒋 廷錫の原 『鳥譜』にはなか

ったと考えられること,尺 寸が一致することから,現 存する満漢合璧 『鳥譜』が乾隆26年 に完成 した

この華本であることは,ま ず疑いない。

2・2.先行 す る2つ の鳥譜

本 『鳥譜』が事本であるとなれば,底 本である蒋廷錫の 『鳥譜』 とはどのようなものであったかが・

まず問題 となるが,『故富鳥譜』の解説にも述べられているように,『石渠宝笈』(初編)御 書房巻2に

は,「蒋廷錫畫鳥譜十二冊 上等宙一」と見え,次 のような記事がある。

素絹本,着 色畫。毎冊凡三十幅。左方別幅書譜文。毎冊末幅欺云臣蒋廷錫恭畫。下有臣廷錫・朝朝

染翰二印。共計三百六十幅。幅高一尺七分,広 一尺二寸九分。

各冊30幅,12冊 計360幅 という構成から見て,こ れが問題の底本であることは疑いない。蒋廷錫は

言 うまでもなく康煕朝末から雍正朝にかけての名臣であるが,画 を善くしたことでも知 られ,張 庚 『国

朝畫徴録』巻下には,「以逸筆写生,或 奇或正,或 工或率,或 賦色,或 暈墨,一 幅中恒間出之,… …無

不超脱」云々と評されている。彼は雍正10年(1732)閏 五月に大学士在任のまま卒 しているから,『島譜』

はそれ以前に作られたことになる。この原 『鳥譜』が現存するか否かについては,い まのところ情報が

ないが,北 京の故宮博物院を訪れた際,満 漢合璧 『鳥譜』と並んで,蒋 廷錫 『鶉鴿譜』が展示 されてお

りω,構 図や画法には確かに相通ずるものがあった。

ところが,『石渠宝笈』(初編)に は,こ れと密接な関係があると見られる 『鳥譜』が,い ま一種著録

されている。すなわち,同 書乾清宮巻3に,「 余省畫鳥譜十二冊 上等黄一」 と見え,次 のよ うな説明が

付されているのである。

素絹本。着色螽 毎冊三十幅。毎冊末幅欺云臣余恭鑑 下有臣余省、恭畫連印。毎幅左方王図炳楷

書譜文。毎冊末欸云,臣 王図炳奉勅敬書。高一尺二寸五分,広 一尺三寸。

余省は上述の通 り,乾隆15～26年 にかけて張為邦とともに蒋廷錫 『鳥譜』を碁 した当人である し・12

冊,毎 冊30幅 とい う構成 といい,尺 寸が完全に一致することといい,満 漢合璧 『鳥譜』にきわめて近

いものであったと推定される。かつ,『石渠宝笈』(初編)の 成書は乾隆10年(1745)で あるか ら、それ

以前に成立 したことは確実である。

では,蒋 廷錫 隲 譜』 と余省 『鳥譜』の関係は,ど のように考えられるだろ うか。余省 は,「 畫院供

奉」 とあることから見れば,官 人ではなく宮廷に仕えた職業画家であるが(の,経歴については,江 蘇常

熟の人で,花 鳥虫魚 を善くし,模 写にも巧みであったこと,父 殉,叔 父璞 も写生に長 じた画家 であった

(5)展 示の解説によると,『鶉鴿譜』は上下2冊 計40開 で,康 熙帝に献呈されたものという。図のみで譜文はない・

(6)『 清史稿』巻504,芸 術3に は,厂清制,査 史供御者無官秩,設 如意館於啓祥宮南,凡 絵工、文史及雕琢玉器、

装漬帖軸皆在焉。'一 憫賜出身官秩,皆 出特賞」とあり,余 省についても簡略な伝がある。
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こと,弟 穉も内廷に供奉したことが知られる程度でω,詳 しいことはわからない。 しかし,蒋 廷錫に師

事 しCs),また乾隆2年(1737)に 内廷に入ったと伝えられることからすればw),彼 の 『鳥譜』が蒋廷錫の

ものに先行することはありえないだろう。の。

なお,張 為邦についても,経 歴は余省以上にわからないが,カ スティリオーネ(G.Castiglione,郎 世寧)

に師事 したと伝えられることは,本 『鳥譜』に見られる西洋画の影響(3-1で 後述)を 説明するものか

もしれない働。

以上か ら,満 漢合璧 『鳥譜』の原型が,雍 正朝以前に蒋廷錫の著したものに遡ることはほぼ明らかで

あるカミ,蒋廷錫 『鳥譜』が完全にオリジナルなものなのか,さ らにその原型が存在したのかについては,

いまのところ確かめるすべがない。また,2・1で 引用した 『石渠宝笈続編』の記載からすれば,満 漢合

璧 『鳥譜』の作成に際して,譜 文には満訳と同時に多少の校訂が加えられたと見られるが,そ れがどの

程度のものであったかについても,明 らかにしえない。

2-3.国立国会図書館所蔵 『百花鳥図』

本 『鳥譜』自体の成立過程の解明に資するところは必ず しも大きくないが,こ れ と密接な関係がある

と見られる鳥譜が国立国会図書館に所蔵されているので,簡 単に紹介 しておきたい。問題の鳥譜は,『百

花鳥図』と題するもので,国 会図書館ホームページの 「電子図書館:貴 重書画像データベース」に収め

られて公開されているω。また,『図説日本鳥名由来辞典』には,収 録 された鳥の種名同定表もある(13)。

この『百花鳥図』は,折本2帖 で,折 りたたんだ状態で縦約30cmx横 約40cmの 黄地の台紙に,縦約28cmx

横約36㎝ の紙が貼付された形となっているが,紙 の中央に折 り目(切 れ目?)が 見えることからすれ

ば,本 来は綴じられていたものを解いて表装したのであろう。国会図書館のデータベースでは,表 紙か

(7)胡 敬 『国朝院畫録』巻上(干 安瀾編 『畫史叢書』上海人民美術出版社,1963所 収);彭 薀燦 『歴代畫史彙伝』

巻6(『 和刻本書査集成』第12輯,汲 古書院1977所 収)。

(8)『 故宮鳥譜』の解説による。なお,2。3で 取 り上げる 『百花鳥図』の序にも,「蒋相国遊戯筆墨,剋 絶古今。其

得意門生余省字曽三者,長 侍左右,耳 濡目染,悉 得画中三昧」とある。 ともに江蘇 ・常熟出身であることも,両

人の結びつきを窺わせる材料 といえよう。

(9)北 京 故宮博物院の展示解説による。根拠は不明。

(10)ち なみに,『国朝院畫録』巻上も,余 省 『鳥譜』について 「案 〔石渠宝笈〕続編有省与張為邦合墓蒋廷錫鳥譜,

是冊殆省先専画後,又 与為邦合蟇也」とし,蒋 廷錫 『鳥譜』をまず余省が単独で蟇 し,後 にあらためて張為邦と

合纂 したものだと述べている。

(11)林 莉娜 「清朝皇帝与西洋伝教士」『故宮文物月刊』236(20-8),1992,42・69頁 。たとえば,『清代宮廷絵画』(上

海科学技術出版社,1999)に 図版が収められている張為邦 「歳朝図軸」を見ると,確 かに立体的な画法で,カ ス

テ ィリオーネの作品によく似ている。

(12)hゆ:〃www3.ndl.go.jp/rtnlkosyo一main,html

(13)菅 原浩 ・柿澤亮三編著 『図説 日本、鳶名由来辞典』柏書房,1993,609610頁 。
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ら裏表紙まで,画 像1コ マ毎に通 し番号が打たれているので,以 下これによって冒頭部の体裁を示す と,

01001は 表紙(青 っぽい地に模様入り),002は 表紙裏である。003は 扉の部分で,紙 の貼付はここから

始まる。中央には大きく 「百花鳥圖」と書かれ,そ の右に 「清余曽三画 張廷玉 鄂爾泰詩」,左に 「馬

齋冊額/文 躰記 驗體賦 沈燮菴丙讓」とある(14)。以下004～007は 沈燮の序(文 躰記 ・驗體賦)で,008

には馬齊 ・張廷玉 ・鄂爾泰の名と官職が列記されている。009か ら図と詩文が始ま り,最 初は孔雀の図

で,配 されているのは牡丹である。010に は,右 半に 「孔雀 牡丹」 と題して鄂爾泰の詩を載せ,左 半

に 「石青 櫻桃花」と題して張廷玉の詩があり,石 青の図は次のOl1に ある。以下同様の体裁で,各 帖50

図ずっ,計100図 と,対 応する詩が収められているのである。

さて,『百花鳥図』と本 『鳥譜』の密接な関係を示すのは,次 のいくつかの事実である。

① 曽三とは余省の字に他ならない。

② 『百花鳥図』に見える鳥は,す べて本 『鳥譜』に含まれている(【表1]参 照)。鳥名が一致 しない

ものも若干あるが,そ の場合でも,『鳥譜』に挙げられた別名 と一致する。

③ 個々の図を比較すると,ほ とんどの場合 鳥の配置 ・ポーズが酷似 している(【図a】【図b】参照〉。

ただし,『百花鳥図』の図は,一 見して明らかなように,デ ッサン ・筆つかい ・色彩のどれをとって

も,本 鴈 譜』と比べればはるかに稚拙であって,余 省の真筆とは考えられない。さらに,鳥 に配され

た植物が本 『鳥譜』とは異なること,譜文ではなく張廷玉 ・鄂爾泰の詩が付されていることからすれば,

『百花鳥図』は,本 『鳥譜』の成立過程と密接な関わりのある何らかの原本に基づいているとしても,

単に本 『鳥譜』ないしその原型を抜粋 して模写したというようなものではない。 しかし,原 本がどのよ

うなものであったかについては,余 省が図を描き,張 廷玉 ・鄂爾泰が詩を賦した原本なるものが果た し

て存在 したかどうかをも含めて,い まのところ何の情報も得 られないので,今 後の考究に委ねたいCIS}。

なお,現 存する 『百花鳥図』が中国と日本のどちらで作られたものかにっいても,決 定的な証拠はない

が,文 字の略し方等はどちらかといえば日本風である。また,扉 に 「清余曽三画」とあるが,清 国内で

作られたとすれば,「清」の一文字だけを冠することは考えにくい。

以上のように,『百花鳥図』の由来についてはなお不明な点が多く残るが,同 書は漢籍に見える鳥名

に和名を当てるための工具 として盛んに用いられたといわれ,有 名な堀田正敦の 『禽譜』(1830頃)に

も,こ の 『百花鳥図』(『百鳥図』の名で挙げられている)か らの引き写しがかなり見られる('6)。このよ

うに,本 『鳥譜』と系統を同じくする鳥譜がβ本にもたらされて一定の影響を及ぼ したことは大変興味

(14)沈 燮菴丙なる人物にっいては,い まのところ調べがついていない。『国朝書畫家筆録』巻4に は,同 治朝頃に

活動した沈燮という画家の伝が見えるが,別 人であろう。

(15)『 百花鳥図』に収められた張廷玉 ・鄂爾泰の詩の真正性についでもJ現 時点では調査未了である。なお,『 図

説日本鳥名由来辞典』は,康 煕帝の命によって余省が図を描き,雍 正帝の時に完成したもので,そ の写本が元文2

年(1737)に 渡来 した としている。根拠は示されていないが,余 省の活動時期等からすると,こ の作成 ・渡来年代

は少し早すぎるのではなかろうか。

(16)『 図説 日本鳥名由来辞典』565・577頁 。
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深く,博 物学における日中交流史の研究を深めていく上で,一 っの有力な材料とな りうるであろう。

3.本 『鳥譜』の価値

3-1.絵 画 と しての評価

本 『鳥譜』の価値については,さ まざまの角度から論ずることが可能であるが,ま ず中国における花

鳥画の伝統の中では,ど のように評価しうるであろうか。この分野について筆者はまったくの門外漢で

あるので,通 り一遍のことしか言えないが,ま ず,本 『鳥譜』の写実的で精密な画風が,い わゆる文人

画 とは異なる,北 宋以来の院体画の系列に属することは言 うまでもない。 しか し,院 体花鳥画の成立に

大きな影響を与えたといわれる黄筌の 「写生珍禽図巻」とか,有 名な宋 ・徽宗 「桃鳩図」,あるいは明

の辺文進や呂紀の作品と比較した場合,本 『鳥譜』が,鳥 の形態の捉え方,筆 致の細やかさ,色 使いの

微妙さにおいて,そ れらを凌駕 しているとは言いがたいであろう。一方,本 『鳥譜』に,カ スティリオ

ーネ らによって伝えられた西洋画の立体的な画法の影響がある程度認められることは
,『故宮鳥譜』の

解説にも述べられているが,た とえばカスティリオーネ自身の 「董孔雀開屏」,「仙萼長春二 薔薇鸚嘴」

(ダルマエナガ)(と もに台北故宮博物院蔵)と,本 『鳥譜』の 「開屏孔雀」,「侶鳳逑」を比べてみれ

ば,本 『鳥譜』の図は,立 体感があるといっても中途半端であり,写 実性 ・科学的正確さという点でも

及ばないと言わざるをえない。要するに,本 『鳥譜』は,単 に絵画 として見た場合,必 ずしも駄作とい

うわけではないが,独 自の価値をもつ名品とも言いがたいものである㈲。

3-2.博物学史における位置づけ

花鳥画 としての評価が以上のようなものであるとすれば,本 臨 譜』の積極的意義は,む しろ博物学

的側面に求めるべきであろう。先にも触れたように,本 『鳥譜』の各図が,絵 画としての効果,す なわ

ち生命感 ・躍動感とか,装 飾性 といったものよりも,鳥 の形態 ・色彩の精密な表現に重きを置いて描か

れていることは明らかである。また,不 吉なものとして花鳥画の画題に絶えて選ばれることのないフク

ロウ ・ミミズクのif{IS)が収められていることも,『鳥譜』が通常の花鳥画 とは一線を画する存在である

ことを示 していよう。譜文の方も,諸 書からの引用や釈名はどちらかとい うと付け足しで,羽 色や形態

に関する淡々とした記述が主である。こうした点から見て,本 『鳥譜』は,明 らかに一種の博物図譜,

あるいは鳥類図鑑 として作られたものと言ってよい。

(17)本 節 の記述は,多 く官崎法子氏のご教示に基づく。カスティリオーネの 「畫孔雀開屏」図と本 隔 譜』の相違

についても,氏 のこ摺摘による。ただし,全 体としての文責はもちろん筆者にある。

(18)フ クロウ・ミミズクが画題 として忌み嫌われたことにっいては,宮 崎法子 『花鳥 ・山水画を読み解く一 中

国絵画の意味一 』角川書店,2003,137頁 。
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ヨーロッパでは,18世 紀に至り,リ ンネ(CarlLime,1707-78),ビ ュフォン(Georges-Lo廊Leclercde

Buffon,1707-・88)とい う大博物学者の登場を契機 として,博 物趣味が大流行を見せ,こ れが絵画芸術 と結

びっいて,大 部 ・美麗な博物図譜一図鑑の刊行が相次いだことは,荒 俣宏氏による再評価以来,広 く知

られるようになった(tg}。また,貝 本においても,ほ ぼ同時期の17世 紀後半から18世 紀にかけて,貝 原

益軒 『大和本草』の出版,将 軍吉宗の命による諸国物産調査等を通 じて,大 名から庶民に至る幅広い階

層の間で博物趣味が盛 り上がったこと,さ らにこれと花鳥画の伝統が結びついて,多 くの細密 ・美麗な

図譜が作 られたことが,博 物学史,絵 画史の両面から明らかにされっつある⑳。 ところが,日 本におけ

るこうした博物趣味が,中 国の本草学を基礎とし,と くに 『本草綱目』の将来が,そ の流行の一つの契

機 となったことが指摘されていながら。1},同時期の中国における博物学ないし博物図譜の状況について

は,必 ずしも研究が進んでいないように思われる。

広 く事物 特に自然界の諸物一一 に関する情報を包括的に収集 ・記録 し,分 類 ・整理するという

博物学的発想は,も ちろん中国においても,古 い時代から見られ,犀 山海経』,『水経注』のよ うな地理

書,『異物志』,『南方草木状』のような地方物産志,あ るいは 『斉民要術』のような農書にも,そ の一

端が認められる鋤。 しか し何 といっても,中 国における博物学が,い わゆる本草学の分野で特異な発展

を見せたことは周知の通 りであって,『神農本草』以来,多 くの本草書が連綿と編まれた。こうした本

草書は,薬 品の原料となる動植物の図を伴うことも少なくなく,た とえば唐代の勅撰 『新修本草』の付

図は,彩 色された見事なものであったという⑳。宋代になると,図 入 り本草書のいわば決定版 として,

蘇頌 『図経本草』が著され,そ の図と解説は各種の 『証類本草』に受け継がれている。司。 さらに,明 末

の李自珍 『本草綱 目』は,収 録薬品数において最大であり,か つ各薬品に対する記述の体裁を一新 した

ことから,画 期的な意義をもつとされるが,そ ればかりでなく,動 植鉱物に対 して限定的ながらある種

〈19)荒俣宏 『図鑑の博物誌』 リブロポー ト,1984.

(20)西 村三郎 『文明のなかの博物学;西 欧と日本』(紀伊国屋書店,1999)n章 「花ひらく江戸の博物学」。また,

秋 田蘭画や狩野派の花鳥画が,各 種の博物図譜 一一鳥譜を含む一 と密接に関わっていたことが,今 橋理子

『江戸の花鳥画:博 物学をめぐる文化 とその表象』(ス カイ ドア,1995)第3～5章 において指摘されている。

(21>西 村 『文明のなかの博物学』105-112頁 。

(22)西 村 『文明のなかの博物学』214222頁 。『南方草木状』と『斉民要術』に関 しては,小 林清市 『中国博物学の

世界一 「南方草木状」「斉民要術jを 中心に一 』(農 山漁村文化協会,2003)第1部 「『南方草木状』の研

究」および第ll部 「『斉民要術』の世界」を参照。

(23)西 村 『文明のなかの博物学』200頁 。

(24)同 上書,200.202頁;宮 下三郎 「本草の図にっいて一 本草綱目附図の解説として一 一」(『本草綱目附図』上

巻,春 陽堂書店,1979,924頁}。
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の自然分類を試みている点に,博 物学的発想への一層の接近が認められ るというaSl。

以上のように,多 くの本草書には,あ る程度博物図譜に近い性格を認めることができるのであるが,

本質から見れば,そ れらは何よりも薬品としての特徴 ・効能を解説するとい う実用的意図を主眼として

いる点で,ヨ ーロッパの博物誌 とは一線を画すると言わざるをえない。一方,元 ・王禎 『農書』,明 ・

宋応星 『天工開物』,明 ・趙子禎 『神器譜』のように,農 書や科学技術書の中にも,図 解を伴 うものが

現れたけれども,主 として人文世界の事物を扱 う点,本 草書と同様に実用への意識が濃厚に見られる点

から,や はり純然たる博物図譜の範疇に含めるのは躊躇される。一方,お おむね宋代以降になると,よ

り実用性の希薄な各種の譜録 植物 ・花卉関係が最も多い が,主 として士大夫 ・官僚の私撰と

して作 られたが,大 きな流行を見せるには至 らず,か っ図を伴 うものは稀であるという価)、ただし,明

末の王圻 『三才図会』(1607刊)は,天 地人三界の万物のありようを万人に知 らしめるという啓蒙思想

に基づいて,広 く各種の事物を図とともに収載しており,す ぐれて博物図譜 と呼び うる性格を有 してい

るが㈲,例 外的存在 と言ってよいであろう。

一方
,や はり古 くから発達した類書も,天 下の事物に一定の分類をほどこし,そ れに関する情報を広

く収録 しているという意味では,博 物志 と一脈通ずるものがある。しかし,言 うまでもなく類書の本質

は,そ れぞれの事物に関する先行諸書の記載を網羅的に採録 して提供することにあり,事 物それ自体の

ありようを説明することにはない。たとえば,康 煕年間に編纂された最大の類書 『古今図書集成』には,

既述のように 「博物彙編 ・禽虫典」があり,多 くの動植物が収録されているけれども,諸 書からの厖大

な引用は,そ れが真に同一の実体に関するものであるかについての考察を欠いたまま,無 批判に羅列さ

れてお り,し ばしば相互に矛盾するので,読 めば読むほど実体が遠くかすんでいくような印象さえ受け

る。 もちろん.こ うした羅列的引用とは一線を画 し,古 典をは じめとする諸書に登場する諸々の事物の

名を正しく解釈するために,一 方でいわゆる釈名 ・訓詁の学が発達 してくるのであって,そ の頂点がい

わゆる清朝考証学である。 しかしそれす らも,単 に名前に関する自己完結的な考証 たとえば,A

書に現れるxとB書 に現れる×'は同一であるか否かといった に終始 し,事 物の実体を直接説明す

るには至らない例が目立っω。

さて,上 述のように,18世 紀になると,ヨ ーロッパにおいても,ま た日本においても,博 物趣味の

(25)西 村 『文明のなかの博物学』203-212頁 。ただし,『本草綱目』の分類法が実は客観分類と実用分類を混交した

ものであったことも指摘 されている。口」田慶児 「本草における分類の思想」(『東アジアの本草 と博物学の世界』

上,思 文閣出版,1995,3-42頁)。

(26)西 村 『文明のなかの博物学』219.220頁 。

(27)西 村氏は,『 三才図会』に触発 されて編まれた寺島良安 『和漢三才図会』(1713刊)が,江 戸期博物学の興隆に

一役買ったことを指摘している
。同上書,115-116頁 。

(28)漕 朝考証学のこのような傾向をするどく指摘した論考として,小 林清市 「清朝考証学派の博物学一 『爾雅』

釈草篇注を手掛 りに一 」(『東アジアの本草 と博物学の世界』上,174.201頁;後 に 『中国博物学の世界』にも

収録)が ある。
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流行 と絵画芸術とが結びついて,多 くの華麗な博物図譜一一 図鑑が生み出されるに至った。ところが,

中国においてはどうであったかというと,花 鳥画の長い伝統にも拘わらず,こ れと博物学的発想が結合

した例は,多 くは見出せない。『三才図会』にしても,木 版本ということもあって,図 の方は総 じて簡

略で,到 底芸術品とはいえないし,科 学的正確 さという点でも言 うに足 りない。『本草綱 目』に至って

は,付 図は後補されたものであって,特 にいわゆる金陵初刊本のものは稚拙で見るに堪えない("】。清代

に入っても状況は基本的に変わらず,本 稿で取 り上げた一連の 騰 譜 』と,姉妹編 ともい うべき 『獣譜』6

冊をはじめ,宮 廷内で作られたいくっかのものを除けば,各 種の博物図譜が広く流布 した事実は知 られ

ていないのである⑳。

以上を要するに,中 国においては,古 代から清代に至るまで,本 草とい う特殊な分野を除けば 博物

誌一博物図譜 自体が一般に発達せず,か つ,ヨ ーロッパや 日本において見られたような博物誌 と絵画芸

術の結合も,き わめて限定的にしか生起しなかったということになる。とすれば,本 『鳥譜』を含むい

くっかの宮廷図譜は,中 国の博物学史および絵画史の中で,か なりユニークな位置を占める存在 と言え

るのではなかろうか。 しかも,本 『鳥譜』の祖形 と考えられる蒋廷錫 鴨 譜』が,康 煕朝末ないし雍正

朝に成立していることは,中 国における本格的博物図譜が,日 本での隆盛よりもやや早い時期に萌芽 し

たことを示している。にもかかわらず,そ の後中国においては,日 本におけるような大流行が見られな

かった理由は何であろうか。康煕～乾隆朝にかけて得られた科学技術上の諸成果が,宮 廷一権 力機構の

内部に封じ込められて一般に流布せず,そ れ以上の発展を見ないまま,近 代に至って時代遅れになって

いくという現象は,た とえば地図 ・兵器 ・医学等の分野についても認められるが,博 物学についても,

同様の事情を想定することができるかもしれない。ただし,地 図 ・兵器等の発展に関しては,主 として

宣教師の媒介による西洋科学の影響があったわけであるが,博 物学ないし博物図譜について同様のこと

が言えるかどうかについては,に わかに判断するだけの材料を持たないので,今 後の課題 としたい。

3-3.「 名 物 学 」 へ の寄 与

3-34.図 鑑 としての評価

博物図譜 図鑑には,単 に眺めて楽 しむという読み方 もあ り得ようが,そ の主要な機能は,諸 物

の名前 と実体を,図 を媒介 として一致させること,す なわち,図 を介 して名前から実物を知る,あ るい

(29)『 本草綱目附図』上巻。宮下三郎氏による同書の解説 「本草の図について」をあわせて参照。)

(30)な お,宮 廷で作られた図譜類の中には,『皇清職貢図』のように,人 間世界を対象 とするものもあるが,こ う

した ものも一種の博物図譜と言えるかもしれない。一方,宮 廷所蔵文物の絵入り目録である 『西清硯譜』や 『陶

甕譜冊』の類も,ヨ ーロッパ流の博物図譜とは本質的に異なるが,宮 廷絵画としての位置づけにおいては,『 島

譜』等と同列に置きうるであろう。
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は逆に実物から名前を知るというところにある。こうした 厂名物学」ωのための工具として,本 隔 譜』

はどの程度に評価できるものであろ うか。それは,細 かく言えば,① 本 『鳥譜』の図および形態 ・色彩

等に関する説明が,ど れだけ正確に実在の鳥を表現 しえているか;② 描かれた実物と名前の結びっけ方

が妥当であるか否か;と いう二つめ問題からなる。

まず前者にっいて見よう。すなわち,本 『鳥譜』の図と説明を,ど れだけ現行の記述 ・分類体系によ

る鳥名 と結びつけることが可能か,と い うことである働。『故宮鳥譜』の各冊末尾には,譜 文の鳥名 と

現行鳥名(漢 名 ・英名 ・学名)を 対照した 「鳥類古今名称参照表」が掲げられている。台湾大学の専門

家の考証に基づくということなので,異 を矚えるのは気が引けるが,明 らかに疑問があるものについて

は私見を示 し,筆 者なりに整理 したのが 【表1】である。もちろん,筆 者の力量では何 としても同定で

きないもの,疑 問符つきのものも少なくないが,そ れでも検討 した120図 のうち約90図,75%を,ほ

ぼ確実に現行分類体系における 「種亅ないし 「亜種」に当てはめることができた。これは,本 『鳥譜』

の作られた時代を考えれば,か な りの高率と言えよう。実際,大 部分の鳥に関しては,図 と譜文の説明

はその鳥の特徴をほぼ的確に捉えており,さ したる困難もなく種名を割 り出すことができた。一方,同

定困難なものについて見ると,近 似種が多く存在するグループについて,区 別のポイントとなる微妙な

特徴が図や譜文に表現されていないために,種 までは特定できないとい うケースが多い。鵬鷁(モ リハ

ッカ?),海 八哥(シ ロチ ドリ?),石 畫眉(メ ボソムシクイ類?),花 黄燕(ヒ イロサンショウクイ♀?)

等はそ うした例である。 これは要するに記述 ・分類の精粗の差に起因するのでありて,現 在でも,種 や

亜種の区分については異なる見解が併存 しているのだから,怪 しむに足 りない。このことをもって,た

だちに本 『鳥譜』の図や説明が拙劣であるなどとは言えないのである。

一方,後 者の悶題,す なわち実物(図)と 名前の結びつけの妥当性 とい うことを考えてみると,そ れ

を厳密に検証することは,実 はきわめて難 しい。その最大の理由は他でもなく,少 なくとも現在知られ

ている限り,本 譜が前近代中国におけるほぼ唯一無二の網羅的鳥類図譜だ とい うところにある。前述の

ように,多 くの種については,譜 文には単に名前と色彩 ・形態の記述 しかないが,そ うした鳥にっいて

は,図 はもとより,名 前自体も他書に見えない例が多いので,比 較対照すべき材料がない。このような

場合,本 『鳥譜』の鳥名の当て方がどの程度普遍性を有していたかを検証することは,ほ とんど不可能

であろう。しかも,本 『鳥譜』は鳥を細か く分類してそれぞれに名前を付す指向をもっているため,総

称的な鳥名の前に種々の形容を加える例が多く見られる(た とえば 「沈香色人哥」,「秋香色人葡,「 牙

色裏毛大白鸚鵡」等)。 こうした名前は,本 『鳥譜』一 あるいはその原型 が編まれる際に新たに

創造された可能性があり,も しそ うだとすれば,当 否をあげつらうこと自体無意味であろう。

(31)中 国 の鳥に関する実体 と名前の結びっけの誤 りが,近 年の辞典においても多く見 られること,「名物学」の深

化が急務であることは,池 本和夫 「中国語の鳥類名をどう訳すか」(『研究紀要 一 入文学部一 』<明星大学>32,1996,

13-22頁);同 「中国語辞典 と名物学」(『東方』187,1996)に おいて指摘されている。

(32)も ちろん,現 在の記述 ・分類体系とて完璧なものとは言えないが,18世 紀 当時より精密なことは確かだから,

取 りあえず現行体系を基準として話を進める。
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一方
,古 来広く知 られ,種 々の文献に登場する鳥名に関しては,諸 書からの引用と,場 合によっては

若干の独自の考証が加えられているが,そ れにも問題がある。と言 うのは,こ うした引用や考証が,対

象物の実体から遊離 したまま自己完結 してしまうという,前 述 したような中国の釈名 ・考証学の通弊を

免れていない例がまま見出せるからである。各論に踏み込むと際限がなくなるが,典 型的な例を一つ挙

げてみよう。本譜の第二冊には 「鳳凰鸚鵡 一名時楽鳥」の図が載せられているが,こ の図は一見 して

コンゴウインコ(Aramacao)と わかる。一方,譜 文には,唐 ・張説の 「形貌乍同鸚鵡類,精 神別禀鳳凰

心」なる詩句,『酉陽雑爼』所載の 「開元中,有 五彩鸚鵡能言,上 令左右試牽帝衣,鳥 輙嗔 目叱咤。岐

府文学能延京献鸚鵡篇,以 賛其事。張説献時楽鳥篇,其 序云……」なる故事,さ らに 『南史』の 「扶南

国出五色鸚鵡」,『南州異物志』の 「杜薄州出五色鸚鵡 性尤慧解3な る記事が引かれている。ところが,

ここに出てくる 「時楽鳥」や 「五色鸚鵡」が,図 に描かれた 「鳳凰鸚鵡」に他ならないとなぜ言えるの

か という,わ れわれから見れば一番肝腎なポイントについては,「毛色煥爛,五 采畢備」や,上 記の張

説の詩句を引いた直後にある 「此鳥真足当鳳凰之名」という表現などに,関 連づけへの指向が若干感 じ

取れないこともないが,お よそ積極的な論証はなされていない。実際には,コ ンゴウインコは南アメリ

カ原産の鳥であるか ら,『酉陽雑爼』や 『南史』に登場する 「時楽鳥」や 「五色鸚鵡」はコンゴウイン

コではあり得ないのだが(33>,結果としての当否はともかく,「時楽鳥」=「 五色鸚鵡」=「 鳳 凰鸚鵡」

であることを疑問の余地なく論証しよう,す なわち名前と実体とを結びっけようという意識自体が希薄

なことに,あ る種の歯がゆさを感じずにはいられない。こうした問題があるために,図 と形態 ・色彩に

関する説明が総 じてよい出来映えであるにもかかわらず,古 今の諸書によく見かける鳥名の実体を突き

とめようという場合,本 『鳥譜』は必ず しも決定的な根拠とはなりえないのである。なお,本 騰 譜』

の鳥名の中には,も ちろん現在普通に使われている鳥名と一致 ずるものも少なくないが,図 を見ると,

実体が異なっている例 もあり,注 意が必要である。たとえば,本 『鳥譜』第一冊には 恢 鶴」が収めら

れているが,「灰鶴」は現在ではクUヅ ル(GnsgrzLs)を 指すので,『故宮鳥譜』の 「参照表」もクロヅル

としている。 しかし,図 を見る限り,こ れは明らかにナベヅル((1〃lonacha)で ある。

本 『鳥譜』における鳥名 と実体の関係は,少 なくとも当時の宮廷人が持っていた知識 ・解釈を反映し

ていることは疑いないのだから,中 国の鳥に関する 「名物学」を深めていくための一っの有力な手がか

りとはなるであろうが,同 時に,以 上に述べたような種々の問題を伴っていることも弁えておかなけれ

ばならない。

3-3.2.満 文鳥名 にっいて

本 『鳥譜』のユニークな特徴の一つは,満 漢合璧という点にあるが,満 文部分には一体 どの ような価

値を見出すことができるであろうか。譜文全般の検討は他日を期すこととして,取 りあえず鳥名につい

て考えてみたい。本 『鳥譜』の満文鳥名は,f灰 色洋鴿]を`細e㎎gi㎎genamu㎞w㏄ike"と している例

(33)ち なみ に,宋 ・徽 宗 作 とい われ る 「五 色鸚 鵡 図 鑑 」(ボ ス トン美 術 館 蔵)の 「五 色 鸚 鵡 」 は 、 ズ グ ロ ゴ シ キセ

イ ガイ イ ン コ(Tn'chogiossusonuttus)と 見 ら礼 コ ンゴ ウイ ンコ とは ま った く異 な る。
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のように,明 らかに漢文からの直訳と見られるものもあるが,本 来の満洲語名 を当てたと見られるもの

も少なくない。鶴・bUlehen(タ ンチ ョウヅル),灰 鶴=㎞can(ナ ベヅル)等 はその例である。こうした

例 を拾っていけば,満 洲語における 「名物学」に寄与するところは小さくないはずである。ただ問題と

なるのは,第 一に,鳥 名の上に種々の形容詞が加えられている場合である。たとえば小灰鶴=ajigekU℃an

(アネハヅル)の 場合,満 洲語にもとからそ ういう語彙があったのか,そ れとも漢語の 「小」に合わせ

て,"ajige"を 冠したのか,に わかに判定しがたい。第二の問題は,本 隲 譜 』が作られた乾隆朝前半は,

従来の漢語からの音訳語に代わって,あ らたな 「満洲語 らしい」語彙が創造 されていた時代であるから,

一見本来の満洲語らしく見える鳥名でも,二 次的に作られた可能性がある,と いうことである。

本 『鳥譜』に見える満洲語鳥名を,旧 来のものと新しい人工的なものに分別するための一つの方策と

して,本 『鳥譜』の前後に成立した各種辞書に登録された鳥名との比較が考えられる。網羅的な比較を

行 う余裕はないが,試 みに,康 煕22年(1683)序 『大清全書』,乾隆15年(1750)序 『清文彙書』,乾隆36

年(1771)序 『御製増訂清文鑑』,お よび乾隆51年(1786)序 『清文補彙』を用いて,本 『鳥譜』第一～四

冊の120種 について,登 録の有無を調べてみたのが 【表2】である。この表から直ちに導き出せ るのは,

『増訂清文鑑』(補編を含む)と 本 『鳥譜』の一致率がきわめて高いという事実である。オウム ・イン

コ類のように,種 々の形容がついて細分化 されているグループがかな り欠けていることを除けば,主 要

な鳥名のほとんどは 『増訂清文鑑 』に見えているといってよい。対応する漢語名も,若 干の例外を除い

て一致する。『清文補彙』になると,オ ウム ・インコ類もかな り加わって,一 致率はさらに高くなる。

これに対 して,『大清全書』に見出せる鳥名は,わ ずか10種 にも満たない。『清文彙書』では若干増え

るが,そ れでも本 『鳥譜』の満文名とぴったり一致す るのは17種 程度に過ぎない。語釈を見ても,漢

語鳥名 は本 『鳥譜』 とはほとんど一致しないし,そ れどころか,た とえば`㌔ongkoc㏄ike"の 語釈 「雀名

胸黄腰背畧青叫声如燕子。比honggoncecike畧 小」のように,漢 語名がまったく当てられていない例も

多い。以上のような状況 と,本 『鳥譜』の満文が,蒋 廷錫 『鳥譜』を慕絵する際にあらたに付されたも

のであることを考え合わせれば,『大清全書』や 『清文彙書』に見えない多くの鳥名は,本 『鳥譜』編

纂の際に新規に考案され,後 に 『増訂清文鑑』や 『清文補彙』に取 り入れ られたのではないか,と の推

定が成 り立っ。もちろん,従 来か ら存在した鳥名についても,対 応する漢語名をあらたに検討し確定す

る作業 たとえば"hongkececike"を 「柿黄」(マ ミジロキビタキ)に 当てるといったような が

並行して進められたであろ う。

以上のことを踏まえた上で,『潴文彙書』や 『大清全書』に見える鳥について,本 『鳥譜』の図から

実体を割 り出していくと,確 かにその多くは東北地方に自然分布するもので(た とえばisha=カ ケス,

jinjiba=チョウセンメジロ,calihin=ベ ニヒワ,meihececike=ア リスイ等),満 洲人が早くから接し,名

づけていた鳥の範囲というものが,お ぼろげながら浮かび上がってくる。ただし,中 には満洲語名と実

体(図)の 結びっけ方が妥当かどうか,心 許ない例もある。たとえば,『清文彙書』は,`jing}町a","jeleme

㏄cike","fiyashacecike","bunjtha"を すべてr家 麻雀」としているが,本 『鳥譜』は前三者を 「五道眉」

(ヒゲホオジロ),「偸倉」(コシジnキ ンパラ),「嘉雀」(スズメ)に 当て,別 の種類 としている(bunjiha
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は本 『鳥譜』の第一～四冊には見えない)倒 。この名前の当て方が正しいかどうかは,何 とも言えない。

特にコシジロキンパラは南方の鳥であるから,本 来jeleme㏄cikeが この鳥を指していたかどうか,か な

り疑わしい。本 『鳥譜』における名前と実体の結びつけの妥当性 ・普遍性の検証が難 しいことは,漢 語

名に関してすでに3-3-1で 述べたが,満 洲語名についても同様のことが言えるのである。

もちろん,あ らたに作られたり,あ るいは当て方を誤ったりした鳥名 も,ど れだけ一般に普及 したか

は疑わしいにせよ,本 隲 譜』に収められ,『増訂清文鑑』等に取 り入れ られた以上は,い わば清朝公

認のものである。従って,た とえば満和辞典を編纂しようという場合には,当 然採録されることになろ

う。その際、適切な訳語を当てるためには,や はり本 『鳥譜』を必ず参照しなければならないことは言

うまでもない。こうした面においても,本 『鳥譜』の満文がもつ意義は決 して小さくはないのである。

34.清 朝宮廷における鳥

本 鴨 譜』の図のほとんどは,前 述のように,あ る時点で行われた実物写生に基づいているはずであ

る。いつ誰が写生したのか,確 実なところは明らかにしがたいが,内 廷あるいはそれに近いところでな

されたと仮定すれば,本 『鳥譜』に収録 された鳥は,当 時の清朝宮廷人が何らかの形で接することがで

きた種類ということになる。そのような目で,あ らためて全体を眺めわたしてみると一 北京所蔵の8

冊については検討が不十分であるが,大 体の傾向として,東 北 ・華北から東南沿海地方にかけて

産する鳥が多数を占めることがわかる。中国西南部(特 に雲南)と 新疆は,特 異な鳥種が多数生息する

ことで知られるが,そ れらはほとんど収められていない。これは,当 時の清朝の版図,北 京の宮廷に鳥

がもたらされ うる範囲を考慮すれば,ほ ぼ自然なことといえる。また,ワ シタカ類(約30種),ガ ンカ

モ類(約40種),キ ジ類(約30種)が 特に多いのは,狩 猟等を通 じてなじみ深かかったからであろう。')。

一方,本 来中国に産しない,飼 養のために輸入された鳥も注目に値する。既述のように,本 『鳥譜』

には,オ ウム ・インコ類の図が23ほ ど収められているが,同 定困難iなものや,同 種の雌雄が別図にな

っているもの等を除いた18種 について見ると,中 国内に自然分布するものも3種 ばかりあるが,他 は

イン ドから東南アジア大陸部を主産地とするものが4種 アフリカ産のものが1種,モ ル ッカ諸島など

東南アジア島嶼部からニューギニアにかけて分布するものが8種 中央～南アメリカ産のものが2種 で

ある。後二者は,言 うまでもなくオランダ,ス ペインの手を通じてもたらされたものであろう。また,

アフリカ産のヨウム 恢 色洋鸚舟)に ついては,譜 文に 「此種粤志皆諸書不載,新 従海洋来者」とある。

一方,オ ース トラリアはオウム ・インコ類の大産地であるが,オ ース トラリア本土を主産地 とす る種類

は収められていない。 このあた りに、当時の北京宮廷を取 り巻く交易圏の広がりと限界が窺えるのでは

なかろうか。

(34)ち なみに,『清文補彙』の・jingiara・の項を見ると,「五道眉。本旧語与fiyashacecike等 四句通 日家 雀。今各分

定」とある。

(35)日 本においても,江 戸時代に成立した多くの鳥譜と,大 名の狩猟活動の間に密接な関係があった ことが指摘 さ

れている。今橋 『江戸の花鳥画』第6章 。
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また,特 定の鳥に関して,清 朝宮廷人の抱いていた特殊な観念が窺われる例 もある。本 『鳥譜』は,

既述のように各類の鳥をほぼ漏れなく収録しており,吉 祥 ・不吉といったことに特にこだわっているよ

うには見えない。しかし,た とえば喜雀(カ ササギ)に ついて,本 隲 譜』は北喜雀=aniarginggesakSaha

と喜雀=saksalva(譜 文には南喜雀=jUlerginggesaksahaと ある)の 二種に区別している。譜文によると,

北喜雀は南喜雀に比べて嘴が太く,体 が大きくて尾も太く,背(正 確 にいえば肩羽)の 白毛が少ないの

だ とい う。現在の分類によれば,カ ササギ(Picapica)に は確かにいくつかの亜種があるが,東 北や華北

に分布するのはP.p-3爾 σ紹 で,中 国東南部に分布するものと同じとされている。一方,東 北西北部か

らモンゴルにかけては,別 亜種P.p.leucopteraが 分布するカ{,その主な特徴は,肩 羽の白色部の大小に

はなく,初 列風切の白色部が大きいことにあるらしいので,い ずれにせよ譜文の記述とはうまく符合 し

ない⑯。 しかし,そ うしたことはともかく,清 朝においてカササギが特別に神聖視されていたことを考

えると,本 『鳥譜』がわざわざ二種に分けていることは,カ ササギに対する独特のこだわりを示 してい

るとも言えそ うである。

本 『鳥譜』に対す る研究をさらに深めていけば,以 上の他にも,清 朝宮廷と鳥 との関わりをめぐる様

々の興味深い事象を掘 り起こすことができるのではないかと期待されよう。

4.結 び

以上,故 宮博物院蔵満漢合璧 『鳥譜』について,そ の成立過程と価値を中心に,若 干の考察を試みた。

何分にも不案内な分野であることから,明 確な結論を導き出すに至らず,単 なる問題提起に終わった部

分も少なくない。また,北 京の故宮博物院を訪れた際,本 『鳥譜』 と姉妹編の 『獣譜』,また前述した

蒋廷錫 『鶉鴿譜』 と並んで,『海錯画譜』,『鴿譜』等,清 代に民間や宮廷で描かれたいくつかの図譜が

展示 されていた。こうした各種図譜の全体 としての数量や相互関係についても,当 然考究すべきところ

であるが,本 稿ではまったく踏み込むことができなかった。このように不備の多い内容ではあるが,今

後の清代博物学 博物図譜史研究の進展のための叩き台ともなれば幸いである。

なお,本 稿の執筆に当たっては,台 北故宮博物院の荘吉発氏,馮 明珠氏,劉 芳如氏,譚 怡令氏に一方

ならぬご教示 とご助力をいただいた。また,竹 下信雄氏からは貴重な文献を拝借 した。記 して謝意

を表 したい。記して謝意を表 したい。

(YANAGISAWA,Akira早 稲 田大学文学部)

(36>鄭 作新 『中国鳥類分布名録』(第 二版)科 学出版社,1976;東 北保護野生動物聯合委員会 『東北鳥類』

遼寧 科学技術出版社,1988;約 翰 ・馬敬能(JohnMacKinn。n)他 『中国鳥類野外手冊』湖南教育出版社,

2000。
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【図a】 『鳥譜 』の 「石 燕」(部 分)(5-27,北 京 故宮博 物院 蔵)

【図b]『 百 花鳥 図』 の 「石燕」(国 立国会 図書 館 ホー ムペ・一ジ

「貴重 書 画像 デ ー タベー ス:百 花鳥 図」第2帖 〈02-069裏 〉 よ り転 載)
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【表1】鳥名 同定
巻一No.1漠 語名1鳥 類古今名称参照表1学 名1和 名1百 花鳥図

01-01 鳳
一 一

1-012

01-02 鸞 2-004

01-03 孔雀 緑孔雀 Pπvo醒 癖 ご潔5 マクジャク 1-010
一

〇1-04 開屏孔雀 緑孔雀(公 鳥) P4vo御 蹴ゴf雄 マクジャク

01-05 鶴 丹頂鶴 G觚 ゴ4ρoη2η5応 タンチョウヅル 1-060

01-06 灰鶴 灰鶴 G測Mゆ ごω〃応 ナベヅル* 1-038

01-07 小灰鶴 簔羽鶴 ∠渤7{脚 ∫伽vかgo アネハヅル
一

〇1-08 藍
一一

白鶴
一

α ㍑5吻 ∫o マナヅル*
一

〇1-09 北喜鵲 喜鶴(新疆亜種) Pあoρ 紀σ カササギ

01-10 喜鵲 喜鵲(東 北亜種) P記oノ ガoβ カササギ 2-072(南 喜 鵲)

01-11 山喜鵲 灰喜鵲 q卿qρ ヴ64卿 照 オナガ

01-12 白喜鵲 カササギの白化個体?

01-13 山鵬 紅嘴藍鵲 の 痂70吻 η6肋 サンジャク

01一 重4 黒山鷓 灰樹鵲 ?

一

01噸15 諚花 藍磯鶇 ?

01-16 石青 紫嘯鳥

ルゆ劬o耀 ∫σ4ε厂㍑'ε潔∫

6αε擢'θπ5 オオルリチョウ 1-011

01-17 鸛鷁 林八哥 躍o雇o彷2rε39厂4祕52 モリハッカ? 2-013

01-18 況香色八哥
一一

八嵜 cア競磁驫52 ハツカチョウ?
一

〇1-19 秋香色八寄 家人哥之変種 躍`醐o伽 厂ε3穿 ご5'∫5～ カバイロッカ?

01-20 白八哥
一

白化個体? 1-063

01-21 花八哥 黒翅椋鳥 3飯 欄5〃 謬ε'劭qρ'θ川5 ソデグロムクドリ

01-22 燕八哥 白頬椋鳥 5fμ用 瓣`fη8厂 αce麗∫ ムクドリ
一

01-23 山八哥 樹鵲 Dεκ伽 σ漁 ノb跏054¢ タイワンオナガドリ

01-24 海八哥 蒙古繍 σ加摺 凄擁4敏4η ζか剏 シロチ ドリ?*

01-25 番八哥 大擬啄木鳥 擁9α1翩 αv∫厂跚 オオゴシキドリ

01-26 白哥 黒領椋鳥(母 鳥) 3魏厂ηπ∬ 齪 海躑2 シベリアムクドリ♀?*

01-27 瑞紅鳥 爪哇雀 Pα44αoワ 珈o厂" ブンチョウ 2-076

01-28 灰色洋鴿 灰林鴿
Co'π 〃言ゐσ1ゴ贈var.

40海 ε5'加 ～ ドバ ト?ホ

01-29 鷓鴿 白鴿 飼養品種? 1-069

01-30 毛脚鴿 飼養品種?

02-01 西緑鸚哥 紅領緑鸚鵡(母鳥) P訂 吻c耐'α 妙α〃1ε厂f ホンセイインコ♀

02-02 南緑鸚哥 灰頭鸚鵡(公 鳥) P3鵡 鷹痂 蘇まε紹 π謝 ダルマインコ♂* 1-021/1-024
一

〇2-03 黒嘴緑鸚哥 黒嘴緑鸚鵡(公鳥) P5魏 αoμ～召σ1ε蠏 η〃` ダルマインコ♀*

02-04 洋緑鸚鵡 洋緑鶏鵡(公鳥) EcJ2cfμ ぶア07α觚 アカ厶ラサキインコ♂*

02-05 洋緑鸚哥 洋緑鸚哥(母 鳥) βアo'09艢vε 厂∫'ω1π配5 キソデインコ* 1-018

02。06 紅頬緑鸚寄

1

紅頬鸚哥(公鳥) P∫肋c躍'α10π9嬬 鬱跏 オナガダルマインコ♂

02-07 柳緑鸚哥 柳緑鸚哥(公鳥) P3ご惚c晦8嗣 ρ罐 故

一

オオホンセイインコ♂

02-08

牙色裏毛大
白鸚鵡 金剛鸚鵡(公鳥) Cロ04r澱 胡01㍑cσε鰐 雄 オオバタン* 1-023

一

〇2-09

葵黄裏毛大
白鸚鵡 金剛鵬鵡(母鳥) C躍 α跏翩'加

一一

タイハクオウム*

02-10
葵黄頂花小
白扇鵡 金剛鵬鵡(小 種)(公 鳥) Co偲 鰄3ゆ 贈 α コバタン*

1-020(黄 頂 小 白鸚

鵡)

102-11
牙色頂花小
白鸚鵡 金剛鸚鵡(小 種)(公 鳥)

C44α 鰄5吻 π厂εα

o油 滅}ごr`5`召如 コキサカオウム*
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02-12 鳳凰鸚鵡 鳳凰鸚鵡 ル η加σcσo コンゴウインコ*

02-13 金頭鸚鵡 金頭鸚鵡
凶仞αzoηαoo肋08ρ 勿 故

0π4π 驫

一 一

オオキポウシインコ

02-14 青頭紅鸚哥 青頭紅鸚哥 加 ア廓40祕cε π躍3 ズグロインコ

02-15
一
緑翅紅鸚寄 緑翅紅鸚哥(公鳥) 加7f翼59αη漁3 ショウジョウインコ* 1-015

02-16 翠尾紅鸚哥
一 一

濯 魏θ甜54加 加fπ8鰐`5 オウインコ

02-17 蓮青鸚鵡 Eご罫ε0鋤5γo紹 ご瑠 アカムラサキインコ♀* 1-026(青 蓮 鵬 鵡)一

〇2-18 黄鸚哥
L

?

一

1-014

02-19 灰色洋鸚寄 非洲灰八哥 、P3ご〃αc姆 ε7励 αc麗5 ヨウム 1-017

02-20 黄丁香鳥 黄愛情烏

万励09'o∬ 衂

加 ε溺α∫06鷹 ゴシキセイガイインコ* 2-006

1

02-21 緑丁香鳥 緑愛情鳥 窃c加9'o鐡5躯

一 一

セイガイインコS酵

02-22 了哥 鷯寄 Grα 副 α厂ε'忽fo5σ キュウカンチョウ 2-037

02-23 山鸚寄 三宝鳥(佛 法僧) 劭 り厩o覦50厂'e脚'な ブツボウソウ

02-24 倒挂鳥 短尾鸚鵡 加 漉 曜寵5vε7瓣'`5 1ミドリサトウチョウ

2-025(倒 挂 鳥一・名緑

毛 幺 鳳)

02-25 黒觜倒挂 黒嘴短尾鸚鵡 加r伽1翼 ∫9α卸'μ5 サトウチョウ*

02-26 珊瑚鳥 白喉笑鶇 Go厂 ㍑1のr`ぬ'η ε厩5 タイカンチョウ 1-044
一

〇2-27 黄山烏 領笑鶇 σα厂アπ1αP20如 厂α傭 クビワガビチョウ* 1-033(黄 山 烏 鳥)
一

〇2-28 緑山烏 藍緑鵲 α∬αcぬ加θ臨 ∫ ヘキサン 2-052

02-29 松鴉 松鴉(東北亜種) Gσ厂川～鋸9'碑 伽 船 カケス

02-30 白松鴉 松鴉(北 京、甘粛亜種) G群 擢」雛9∫朗 伽 砺 カケス

03-01 金翅 黒頭金翅雀 c毋4詑'麺5ゴ η∫cロ

一 一

カワラヒワ* 1-032

03-02 柿黄 白眉鶲 翫eぬ1σzα 励 叨9ゴ α マミジロキビタキ

03-03 黄道眉 黄喉鵐(公 鳥) E励8漉 αθ1θ9傭 ミヤマホオジ囗♂ 1-068

03-04 淡黄道眉 黄喉鵡(母 鳥) E励 β厂燃81εg傭 ミヤマホオジロ♀

IO3-05 五道眉 灰眉岩鵐(北斑亜種) 五ηめθ厂加o`α ヒゲホオジロ
一

〇3-06 白道眉 灰眉岩鵐(華北亜種〉 E斑 う27岔σcまσξ6ε3 ホオジロ*

03-07 畫眉 晝眉(海 南亜種) σα〃霧1ωζα2π07醪5 ガビチョウ 2-033

03-08 石畫眉 宝興雀鵬 P塀!・5α 脚5解 メボソムシクイsp、?*

03-09 山畫眉 大草鵬 σρ厂㍑加 ぬv'4言 キタガビチョウ*

03-10 燕雀 花雀 乃 ・加9ゴ1～4加oη唖 跏9'〃 α アトリ

03-11 白花雀 葦鵐 E励 ε」伽2認 α5∫ シベリアジュリン

03-12 山花雀 黍鵐 蜘 瞬 θ如箪 イソヒヨドリsp,♀*

03-13 金雀 黒臉鵐(日本亜種) E解 δ8ア伽 σ岬eo∠α シマアオジ*

一

03-14 侶鳳逑
棕頭鴉雀(粉 紅鸚嘴〉(四

川亜種)

'α 厂α4ακorηま8

膨 ゐ醜α耀5 ダルマエナガ 1-062

03一 鳩5 南相思鳥 紅嘴相思鳥 L6σ'ゐ廐 厩 εα ソウシチョウ 12-031

03-16 粉眼 暗緑繍眼鳥(緑繍眼〉 鰐 伽 ψ'脚4

一

チョウセ ンメジ ロ零

03刊7 金眼 金睚鵤(小環頸鵤) αかo〃 儒 伽δ刧5 コチドリ

03-18 嘔叭觜 横斑鶯 ?

03-19 槐串 暗緑柳鶯 P妙"03α 脚5'πo尸伽52 キマユムシクイ?* 2-021(槐 串 一 名 銅 鈴)
一
103-20 金鈴 黄嘴朱頂雀 ?一

〇3-21 白頭金鈴
一
白頭金翅雀

一

c砂 伽 凶55瑠c躍2

一
カワラヒワ?

03-22 太平雀 太平鳥 βo〃ψyc'"494〃 ぬ5 キレンジャク

03-23 太平雀
1小太平鳥(朱 連雀)

β硼 妙σガ妨4ρoη∫co ヒレンジャク

2-078(十 々紅即太平

雀〉

03-24 珠頂紅 火冠雀 濯04η伽 メσ海〃脚 べニヒワ* 1-D80

03-25 花紅燕 長尾山椒鳥(公 鳥) Pε7∫σ厂0ω鮒e伽Jo9榔

オナガベニサンショウク

イ♂

12-015(花 紅 燕一名赤

鶏一名朱衣)

03-26
1花黄燕 一

長尾山椒鳥(母 鳥) P8r∫ご厂㏄傭5伽 襯e囎

一 一

♀?* 2-018(華 黄 燕)

03-27

1

山花燕 仙鶲(仙 鵬之一種) Pぬo召ηごα 触5副ro厂 θ翼5 ジョウピタキ?*

2-036(山 花 燕一名五

色子)

03-28 南百舌 烏鶇(四川亜種)

一

z㍑厂ぬ3加8川1魂 クロウタドリ

03-29 北百舌 伯 翅藍鵲) 7セ厂ぬ5うo幽o〃 ハイバネツグミ♂寧
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03-30 雌北百舌 (白翅藍鵠) 距 厂ぬ3ゐo翼'加 μ'

1

ハイバネツグミ♀*

04-01 藍錠頬
自腹姫鷁(白 腹琉璃)(北

亜種)

Cγ刪qρ 伽

卿 泥o耀 跏飆 オオルリ

04-02 黒錠頬
一
白喉石[即+鳥] &毓o'4ごo厂 卿'σ ノビタキ

04-03 紅諚頬 紅喉歌鵬(野 劬) E尸f伽 α娜 α〃fρρ2 ノゴマ? 1-045

04-04 白羨頬
紅脅藍尾鯣(藍尾鴒)(西

南亜種) 躡欝噛εr瑠嬲 綱 ∫2 ルリビタキ

04-05 靠山紅 朱雀 C吻 α海o嚮 εワ'ゐγ漉5 アカマシコ

一一

2-060

04-06 金絲麻鷯 一黄雀 カナリア類か?

04-07 黄鵬 黒枕黄鸛 0吻'潔5σ 海η8面 」 コウライウグイス 2-040

04-℃8 鶯雛1 黒枕黄口(幼鳥) Or直o'縱cゐ ∫ηε燗 ま∫ コウライウグイス(幼鳥)

04-09
一蛇頭鳥
蟻鶩く地啄木) 加'o剛 認σ アリスイ

04-10 白頭翁 白頭鵯 2y6潔槻o傭5廨 榔 雄 シロガシラ 1-028

04-11 白頭郎 小燕尾(小 聾尾) 0繝 溜加 ゐ砂傭 σα

カオグロサバクヒタキ

(セグ囗サバクヒタキ)*

04-12 雙喜 黒頭燕尾
一

劭 勧 潴5`鮒`加 ㎜ 凶 ゴ エンビシキチョウ 2-051

04-13 吉祥鳥 白腰文鳥 加励 瞰Pμ 煙伽伽α シマキンパラ* 2-042

04-14 五更鳴 高山嶺雀(中国有七亜種)濯ωη伽 ヌ副703幡 キバシヒワ* 2-063

04-15 西寧 白 高山嶺雀(冬 羽〉

劭 αJqρ召`励

9'伽9惚 σ ナキマシコ*

04-16 偸倉 白腰文鳥 加 鷹加 名σ5か繍4 コシジロキンパラ

04-17 長春花鳥 黒領椋鳥 5'繃 翼副9r'ω 〃∫5 クビワムクドリ

2-043(長 春花鳥一名

萬春鳥)

04-18 嘉雀 樹麻雀 尸α∬e厂 胡σ猷朋 雄 スズメ 1-Oフ4(嘉 雀 一 名 嘉賓)
一

〇4-19 白嘉雀 白化個体?

04-20 花嘉雀 栗腹文鳥(黒 頭文鳥)

Loηc肋rα 〃2"1σoσα

α`7加 ρゴ1～4 ギンパラ(亜種キンパラ)

04-21 黄雀 黄雀 σα漁e'`3卿 伽5 マヒワ

04-22 山雀 赤翅沙雀(沙 雀之一種) 」Pα∬ε7濯f'砌 ∫ ニュウナイスズメ*

04-23 鶴鶉 鶴鶉 Co艀 諏醜 ω観 鯉な ウズラ 2-030

04-24 北牛鶴 林三趾鶉 伽 鷹 掣1vα伽 ヒメミフウズラ

04-25 南牛鵺 黄脚三趾鶉(母鳥) τπ朋 ㍍'ση尭f チョウセンミラウズラ 1-078(南 牛 鵯 即 駕 鳥)

04-26 白翊 二斑百霊

漉zαηoωり僻加

脚 πgo'∫`α コウテンシ*

04-27 阿蘭 短趾百霊 濯」4痂8吻 蜘 ～ タイワンヒバリ?*

一

1-039(阿 蘭 一 名 阿 濫)

04-28 米色阿蘭 亜洲短趾百霊(新疆亜種)

ω απ伽 〃αr!卿c酪

に6ゐ ε'22π瑚 ～ コヒバ リ?

04-29 鳳頭阿蘭 鳳頭百霊(東北亜種) σ4'ε厂∫4々c厂醜 α'σ カンムリヒバリ

04-30 鳳頭花阿蘭 雲雀 ?
一一一一

学 名 ・和 名 は,下 記 の文 献 お よび サ イトに基 づいて筆 者 が 推 定 したもの である 。*は 、「鳥 類 古 今 名 称参 照 表 」と見解 が異 な る

ことを示 す。また,♂ ♀に つい ては 特 に必要 な場 合 を除き示 していない 。

鄭 作新 『中国 鳥類 分 布 名 録』(第二 版)科 学 出版 社,1976

山 階 鳥類 研 究 所 編 『世 界 の 鳥 の 和 名:呱,一 中 国 の鳥(改 訂 版)一 』1983

菅 原浩 ・柿 海 亮 三 編 著 『図 説 日本 鳥 名 白来 辞典 』柏書 房,1993

字 田川 竜 男 『飼 鳥 ・家 畜 』〈標準 原 色 図鑑 全 集18>保 育社,1971

『中国 野 鳥 図 鑑 』翠 鳥 文 化 事 業 宥 限 公 司,1996

約 翰 ・鳥 敬 能(JohnMacKimon)他 『中回 鳥 類野外 手 冊 』湖 南教 育 出 版 社,2000

Forsh8w,J.M,月8〃 り出50'酌 θ〃b帽NewYork,DouUeday&Compan憐1973

胎 ノ義ゴ8掘 雪〃70』¥(http://www3tor乳cojp/birds/dic/searchb{rdshtm薯)

一36一



【表2】満洲語鳥名の各種辞書への採録状況

巻 一No. 漠語名 満洲語名
大清
全書
清文
彙書
増訂滑文鑑増訂清文鑑/清 文補彙の
/清文補彙 鳥名

01-01
啣

鳳 garudai
1

○
01-02 鸞

一

gan」nggu ○
01-03 孔雀 tqlin ○ ○ ○
01-04 開屏孔雀 huw句e勤gget句in ▲ huw句eh。nggetq}in

01-05 鶴 b"lehe簸 △ △ ○
01-06 灰鶴 k恥can △ ○

01-07 小灰鶴
一

勾ige㎞can ○

01-08 藍 lamurcan ○
01-09 北喜鵲 ama1」ginggesaksaha * * 補○
01-10 喜鵲 saksaha △ ○ ○
01-11 山喜鵲 alinisaksaha * * ○

01-12 白喜鵲 蓉ah伽saksaLa * * ○
01-13 山鷓 alhlijukid嚇 ○

01-14 黒山鷓 sahaliya血alinijukidun 補△▲

票類山 鷓 鴣:sahaliyanalin

jukidun

01-15 諚花 giyengasha ○

01-16 石青 飼abu扣9紬a ○

01-17 鸛鷁 kiongguhe ○

01-18 況香色八哥 soborokiongguhe
01-19 秋香色人哥 sohokonkiong即he

一

01-20 白八哥 蓉anyank圭ong9ロhe 補○
01-21 花八哥 幽akiongguhe ○ 番鸛鷁の別名として採録

01-22 燕八瀞 cibinggakiongguhe ○ 1
01-23 山八哥 alinikiongguhe △ 山鸛鷁
01-24 海八再 mederikiongguhe ○
101-25

番八哥 tub飢kiongguhe △ 番鸛鷁
01-26 白寄 cakolukiongguhe ○
01-27 瑞紅鳥 sabi皿gga。ecike ○

01-28 灰色洋鴿

血1e蝕ggingge聡amu

kuwecihe * * ○

1

01-29 鶴鴿 菖anyan㎞wecihe * * ○

01-30

一 ■

毛脚鴿
nu皿ggari血thangga

㎞wecihe * * ○
1

02-01 西緑鸚哥

時
war91ngge

niOWanggiyanyenggehe 補○

02-02 南緑鸚哥
julergi血gge

hi・W鋤99iy跏yenggehe 補○

02-03 黒嘴緑鸚哥
sahaliy{mengge

niowanggiyanyenggehe 補○

02-04 洋緑鸚鵡

」 ●

namumowang91yan

yengguhe 補○

02-05 洋緑鸚哥

6も
namumowang91yan

yenggebe 補○

02-06 紅頬緑鸚哥

fU星giyan螽 副k蓉ah劉臣gga

niOWa血99iya訟yenggehe

02-07 柳緑鸚哥
一

niOWanggiy跏yenggehe ○
一τ一

〇2-08

牙色裏毛大
白鸚鵡

suhllkenbocoinunggari

amba§anyanyengguhe * *
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02-09

葵黄裏毛大
白鸚鵡

sohonbocoinunggari

amba蓉anyanyengguhe * *

02-10
葵黄頂花小
白鸚鵡

sohonbocoi吋uiilhai

司iige恙anyanyenggUhe

一

* *

02-11

牙色頂花小
白窃鵡

suhukenbocoi可uiilhai

司iige蓉anyanyengguhe * *

02-12 鳳凰鸚鵡 garudanggayengguhe * * ○

02-13 金頭鸚鵡 aisin吋u皿ggayengguhe *一 * ○

02-14 青頭紅鸚哥

lamu画lmggafhlgiyan

yenggehe 補○

02-15 緑翅紅鸚哥

niOWanggiyanaShangga

fhlgiyanyenggelle 補○

02-16 翠尾紅鸚寄

niowariuncehengge

fbigiyanyenggehe 補○

02。17 蓮青鸚鵡 葦ulab㎜yengguhe △ 連青鸚鵡
02-18 黄鸚哥一 suwayanyenggehe 補○
一一一

〇2-19 灰色洋鸚哥

血llengginggenamu

yenggehe

02-20 黄丁香鳥 suwayanyenggetu ○

02-21 緑丁香鳥
● ■
n10Wang91yanyenggetU

1
○

02-22 了哥 ci頭ri
1○

一
〇2-23 山鸚寄 aliniyenggehe 補○
02-24」 倒挂鳥 sukiyadcecike △ 倒掛鳥

02-25 黒觜倒挂

sahaliyanengges江kiyari

ceoike 補△ 黒觜倒掛鳥

02-26 珊瑚鳥 §urucecike ○

02-27 黄山烏 a吐㎞suwayanggace。ike △ ▲

黄 山 鳥:alinisuway細gga

cecike

02-28 緑山烏

al{nnioWangglyangga

cecike △▲

緑 山 鳥:alinl

niowanggiyanggacecike 1

一

〇2-29 松鴉 isha △ △ ○

02-30 白松鴉 蓉鰐anisha * * 補○

03-01 金翅 aishacecike ○

03-02 柿黄 hongko㏄cike △ ○

03-03 黄道眉 suwayallfaitangga ○
一

〇3-04 淡黄道眉 suntucecike ▲ sontucecike

03-05 五道眉
■,◎

』m囚ara △ ○

03-06 白道眉 yentucecike ○
一一

03-07 晝眉 yadahcecike ○

03-08 石畫眉 weheyadalicecike ○

03-09 山畫眉 alinyadalicecike ○

03-10 燕雀 cibirga皿 ○

03-11 白花雀 §ahaltu ▲ sahaltucecike

03-12 山花雀 alhatucecike ○

03-13 金雀 aidana 口 黄 鴟:h囎angdana

03-14 侶鳳逑 kiduncecke 1△
相 思 鳥(侶 鳳 逑:ekidun

cecike>

03-15 南相思鳥 julergi血ggeldd㎜cecjke

03-16 粉眼
一 一

」坤ba △ ○

03-17 金眼 aisuri ○

03-18 隔叭觜 enggetucecike △ 膈叭嘴
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03-19 槐串 琵nchececike △ ○
一

〇3-20 金鈴 honggoncecike △ ○

03-21 白頭金鈴 ca㎞1u ▲ cak{11uhonggoncecike

03-22 太平雀 面filltucecike

一

()
03-23 太平雀 taifintucecike ○
03-24 珠頂紅 calih伽 △ △ △ 朱頂紅
03-25 花紅燕

一
血1匐yancibir脚

一
○

03-26 花黄燕 suwayancibhg鍛

一

△ 黄花燕
03-27 山花燕 aiincibirgan OI

03-28 南百舌
ju置erginggeknbuIin

mudanggac。cike 補○

03-29 北百舌

amarginggek駐bulin

ilenggucecike ▲

劉marginggek{1bu隻in

mudanggacecike

03-30 雌北百舌
飢narginggeemile

k曲ulinilenggucecike 1

04-01 藍諚頬 lamuke
一
10

04-02 黒諚頬 yac汰e ○
04-03 紅綻頬 血1gike ○

04-04 白諚頬 蓉eyeke ○

04-05 靠山紅 飼giyansi§1症gan

一

○

1◎4-06 金絲麻鷯
OV

suwayans艮sa「gan △ 金絲料
04-07 黄鵬 galincecike ▲ ▲ △ 倉庚(鵬 黄:9田incecike)

04-08 鶯雛 deberengulinceoike * * ○

04-09 蛇頭鳥 meihececike △ ○

04-10 白頭翁 ca㎞lutucecike ○

04-11 白頭郎 cakUlucecike ○

04-12 雙喜 jurglm加cecike ○

04-13 吉祥鳥 sabirgancecike ○

04-14 五更鳴 yadancecike △ ○

04-15 西寧白 §a益yansi瀚 ∫gan △

04-16 偸倉 jelemececike △ ○

04-17 長春花鳥 niyengniyeltucec麺(e ○

04-18 嘉雀 五yashacecike △ △ △ 家雀
04一 喚9 白嘉雀 §anyanfiyashacecike * * 補△ 白家雀

04-20 花嘉雀 alhafiyashacecike * *

n4-21 黄雀 suwayancecike 補○

04-22 山雀 alinicecike ○
04-23 鶴鶉 mu導u ○ ○ ○
04-24 北牛鵬

一 一

a鵬arginggeihanmu蓉u * * 補○
04-25 南牛鵺 julerginggeihanmu§u * * 補○
04-26 白翩 boihon

04-27 阿蘭 wenderhcn ▲ △ ○

04-28 米色阿蘭
一 一 一

suh篭mw鋤derhen * △ 灰色阿蘭
04-29 鳳頭阿蘭 samancecike △ △ ○

04-30 鳳頭花阿蘭 alhasamancecike * * ○

O:漢 語名・満洲語名とも一致
△1漢語名が異なる
▲:満洲語名が異なる
ロ:『鳥譜』に見える別名のみ採録
*:形 容のない総称のみ採録(増訂清文鑑等については特に示さず)

補:増訂清文鑑にはなく清文補彙に採録

『鳥譜』と異なる場合のみ
注記
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